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■【トピックス】

Ｋ字回復！

3 月決算の決算発表が出そろっ

てきました。そこで鮮明になったの

が業績の二極化です。業績を伸

ばす勢力と、落ち込む勢力です。

Ｋ字の右上に伸びる線（業績回

復）と右下に伸びるに線（業績低

迷）に例えられます。

製造業がコロナ禍の前の水準に急激に戻りつつ

ある中、非製造業である観光・飲食業などが落ち

こんでいます。コロナ禍が長引けば長引くほど、

この傾向は顕著になるものと思われます。

■【ビジネス・アイ】

ＥＳＧ投資！

社長 「コロナの第４波の収束が見えないね。でも業績

のいい企業もあるみたいだね」

花野 「そうですね。製造業は概ねいいみたいです

ね。それに引き換え非製造業は落ち込んだま

まですね」

社長 「K字回復っていうみたいだね。株価は米国の

景気が良くなるっていうんで下がっているね」

花野 「景気が良くなってくると過熱しないように中央

銀行、米国だとＦＲＢですが金利をあげます。そ

のため株が下がりますね」

社長 「いつも聞く説明だけど分かり難いね」

花野 「そうですよね。そんな中でもＥＧＳの観点から

投資を行うファンドが増えていますね」

社長 「ＥＳＧとかＳＤＧｓとかよく聞くけど横文字だらけ

でよく分からないね」

花野 「短期的な利益ではなく、環境や社会やガバナ

ンスに配慮した経営を行っている企業の方が

長期的に収益率がいいということがいわれて、

その観点から投資先を選別することのようです」

社長 「そうなんだ。ＳＤＧｓとの違いはどんなかんじな

のかなあ？」

花野 「ＳＤＧｓは2015年に国連で定められた『持続可

能な開発目標』で、よくＳＤＧｓは目標であって、

ＥＳＧは手段だといわれますね」

社長 「いずれにしろ世界の投資家の目が短期的な

利益追求から長期的な持続可能性に変わって

来ていると考えればよさそうだね」
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■【編集後記】

東海地方が昨年より 3 週間も早く梅雨入りしまし

た。湿度が高く気分もすぐれませんが、コロナウイル

ス感染の拡散を防ぐには良いかもしれませんね。ウイ

ルスの飛散距離も短くなりますし、人流も抑制されま

す。梅雨入りが『神風』になることを祈ります。

■【今月のキーワード】

ＥＳＧ投資

ＥＳＧとは、Environment（環境）、Social（社会）、

Governance（企業統治）の頭文字を取って作られた

言葉です。近年ではＥＳＧの観点から企業を分析し

評価して投資するＥＳＧ投資が注目されています。

具体的には、環境に関してはＣＯ２排出量削減など

の環境問題対策、社会に関しては男女平等などの人

権対策、ダイバーシティ、地域社会への貢献など、

企業統治に関しては不祥事回避、コンプライアン

ス、資本効率などの観点から企業を評価して投資す

ることを意味します。

■【今月の１冊】

『地域No.1工務店の圧倒的に実践する経営』
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コロナ禍の中、中小企業もリモートワークなど

ＩＴ化への対応が迫られています。しかし、具体

的な始め方が分かりません。

この本では東北の中小工務店が

具体的にどのようにＩＴを活用し

ているのか、詳しく記載されてい

ます。どれも実践されているもの

ばかりです。異業種でも参考にな

ります。ＩＴに悩める中小企業の

経営者にお勧めです。


